




要約:

発達障害の早期発見・早期介入を図るためには日本の 1歳半健診を用いて発達障害に対す

るハイリスク児をピックアップし、以後、短期間の間隔を置いて発達評価を繰り返しなが

ら、早期介入を始めていくのが有効な手段であると考えられる。そのために、1 歳半健診

の場で発達障害ハイリスク児を見つけるためのチェック項目の検討とにの選択された項目

を実際に 1歳半健診の場で応用してみて、得られた結果を検討することを目的として本研

究を行った。母子愛着関係の確立、共同注視機能、母親参照視などの行動指標が自閉症、

発達遅滞、特異的発達障害の早期発見のために有効であることを確認した。


